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審査の所見 

＜論文課題概要＞ 

足部の構造的特徴に基づいて運動力学解析に応用するため、３つの剛体に定義した足

部モデルを用意して既存の４つの剛体に定義した足部モデルと比較しながら足部運動学

の特徴を検出する。 

 

＜研究内容＞ 

本論文では、軟組織に覆われている足部を３つの剛体に分けた足部モデルを立案した

足部模擬模型を運動学的妥当性と信頼性を確かめ、生体にもカーフレイズ、通常歩行、ド

ロップジャンプといったタスクを用いることで運動学的特徴の検出を試みた。次に足部

CT データを用いた足部力学モデルを構築した。その結果、運動学的妥当性と信頼性を有

しており、実施したタスクでも足部ダイナミクスにおける性差が確認され、足部傷害/障

害に関わりうる力発揮パターンや、ドロップジャンプ動作の push-off に関与しうる力学

的要因が明らかにできることが示唆された。健常成人における歩行やより力発揮が要求

されるドロップジャンプ動作に適用することで、構築した足部モデルの妥当性を示した

だけでなく、動作中における足部機能を解明できることが示唆できた。健常な足部であっ

ても、動作中に足部内部で生じる傷害/障害リスクや、足部の安定化機構について、非侵

襲的な評価が可能となったことは、予防的な理学療法介入でも有用性の高い知見である

と考えられる。 

 

＜科学的到達・新規性＞ 

 本研究では、足部を足趾、前足部、後足部の３つ剛体モデルで足底腱膜と各剛体の慣

性パラメーターを組みこんだ足部モデルを構築してドロップジャンプ動作での足部機能

の解明を試みた。この立案した３つ剛体モデルを既存の４つ剛体モデルと比較して同程

度以上の有用性を示した。 

 

＜発展＞ 

 足部をひとつの剛体ではなく解剖学的構造に基づくマルチセグメントとしてとらえ

ての運動学的な解析をする本法によって男女や症例による評価がさらに詳細に分かるこ

とが期待できる。 
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以上のことから、本論文は博士（健康科学）の学位授与に値するものとして認める。 
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